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養 蠶 の 経 営 的 性 質

― 主 と し て 高 冷 地 に 於 け る ―

Earm-economical Character of Sericulture, especialy in mountainous district

松 沢 盛 茂

(一･)

A) 作物の性格を理解するのに凡そ三つの観点が考えられる｡-は作物の生理生態及び それによっ

て生成された最終的生産物の利用など,一口に云つて生産技術的な理解である｡二はその作軌 正しく

は農産物が国民経済又捻その中に於ける農業の中で,如向なる地位を占めるかという把え方方である〇

三は作物を農業経営の中の一部門として とらえ,それが経営の中で如何なる役割を培っているかという

研.点からとらえる等が出来る｡(1)

第三の観点から理解把起された作物の性質をその ｢経営的性格｣ということが出来ろo

p,)作物 とは経営費用の償値を受入れつ1,完成農産物にと成熟するところの労働対象である.従っ

て夫が単なる土地牲産物に止らず,加工部門をも経るところの二次的TEL=.産構造を持つ場合は,高低両次

の部門を綜合してその性格を考えねばならない.従ってこ｣では狭義の養謡 と其の下位部門としての桑

作 とを一括 して,その綜合的性格を論する｡

(〕)作物の持つ性格はそれ自身に於て普遍的なものもあるが,経営の立地催件が異るにつれ,それが

特に果す役割は別でなくではならない｡本稿に於ける養蓋の性格の検討払 高冷傾斜地という自然保件

に規制されることの多い立地たる信州に於けろ養宏の性格把捉を第一義的に目的 とし,合せて一般性格

をも付加えた.その理由は本尊部の共通研究項目たる ｢高冷傾斜地農業の研究｣という任務に癒える馬

である｡倍それが責苦に関する限り,長野願の問題を対象として取扱 うとして も,その全国的な地位か

らして醍野を局地に限るという難を避け得ると思われるO

(ニ)

信州の自然陳件の特徴の一つ として気温の冷涼性を聾げろことが出乗るC そして其の冷涼性が温度の

水平分布 (緯度)に基 くものでなく垂直分布 (高度)に基 くものであることは,次の数字か ら知ること

が出来る｡(第 1表の)
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右の結果として植物TF1-:育期間の短閥であるという等が,農業経営に対 して強い制約を輿える｡之が対

席策の第-は耐冷性作物 (品種)によって人創 勺に有効利用期間の接大を固ろことである｡ (温度適性
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による作物選搾)

対席策の第二は塩床法などによる人工的な温度の附加である.例えば長野原下に於ける保温苗代の利

用両班は昭和27年度に放て水 間面鏡の約50%が計苗され,明年皮に於ては80%一90%の普及が計高され

ている｡(技術環指)

封庭先の第三は短期_ll三育作物による適恵である｡(時間適性による作物撰搾)(之に関 しては信州に於

けるソバの歴史的地位を思 うべきである.)この三点に裁て更に考えよう｡

土地利用の総見は,利用面横に利用定数を乗 じた頓 として考えられるが,之を更に立入って次の枝な

式で示 し得よう｡

経営の利用法総土地用役量 S

軍使面鏡の土地が供給する-日当りの用役量 1(一定 とする)

経営の耕地利用面積 下 草位

利朋日数 ･ll(≧ 365) (365は一年の日数)

S=F.I.ユ【

1を一定 とすれば Sの大小は F及 Mによって定められかoFは-見所輿不撃 と見られるが,実は両

税の首′く-センt.完仝利用は理想に過ぎないか らこの方向-の土地両横の余すことなき利用-の追求は

｢間作｣の方向を辿らざるを得ない｡

詰)浮田敬二郁教授は ｢一定期間に提供せられたる土地面積の利用を如何に用倒に行うかということ｣

(下繰 筆者)を内容としての統合力として ｢土地両横の利用共同)の概念を設定されたo(3)

この ｢期行刑 を要に抽出して考えることが生育期問の拘束をうける地熱こ於ては特に必嬰となるo

勿論それは士地面積が院路をなす我国農業祭桧の問題でもあり得るが｡

時間ltの余すことなき利用への追求は ｢多毛作｣の方向を辿る｡われわれは上記の両者を峯間的集約

化 と時間的集約化とに置分して,理解することが出来るであろう｡ (後者を統合力の問題として取上げ

ろならば ｢土地利用期間利用共同｣と名付けられようか)0

この多毛作の方向を辿っての作物選搾の一つが ｢短期姓･_育作物の採用｣である｡詩体作物特に茎葉利

用作物が,技術上こうした要請に最 も鷹 じ得るものである｡蓋 し需英作物の生耽生長完了に封 して,こ

れは栄華成長明の中途に於て経済的利用日的を充足するからである｡如何なろ温暖地と雄 も多毛作度合

の高まるに作って,この種の作物数が増加する理由の一つはこの馬であるC (第二表参照(4))

第二表 多毛作に於ける作物の性質罷分
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計 _o B _0 3 Il 3 3 33 3 3 4 4 4 4 5 5 6 6

勿論枯熟子実利用作物 と雑 も常に茎葉利用作物よりも在国期間が長いとは云えないが,概括 して上の

枝に云 う零が出奔よう｡就中茎葉利用作物捻作業適期の弾力性があること,及び子実利用の場合と異り

人間の好む時期に或程度早期に収穫 しても,収量の減少は起っても,質的に無慣値 ということ紘ない｡

これは一つの長所をなすものである｡
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以上の時間的集約性要求を満すものとして,薫葉利用作物が選托 される｡桑はそれが木本性格物であ

るに拘 らず,葉を利用するものであるBg係上,笠期の回数に於て少 くとも二親の利用,芽桑から批輩よ

での利用回数を計算すれば,裏に之を上地る利用か可能である｡木本性再刈作物 としての桑の特性紘,

先づ第-に冷涼地農業経営の時間的集約性の要求に雁えろものであって,同時に冷地農業に於ける作物

選梓の一つの指針をなすものである｡

次に桑が木本陸であ り,従って又永年作物 として,永続的な同塩占接を行 うことは.一方に於て前述

したところ と矛盾する様でもあるoLか し立入って考えると,多毛作要求と背馳するものでないC

その理由は桑が一校の冬作型の性質をも兼備えるとい う毒である｡これは木本性 として果椀等 とも共

通する性質である｡土地理用の便宜からすれば通年絶えず,:植物の成育が絹績することが望ましい｡恨

令若干の制限はあるにして も暖地に於てはそれが昇可能であるo然 し塞冷地ではこの事は望むべ くもな

い｡従って次善策として前の生育期の末期の土地理用効果が償令休眠 しっ ｣も労働封象たる作物に操作

され,次の生育期の当初か ら,引奉安き猶予することな く費揮 される様な作物が選持される｡宿酔姓作物

としての桑の比の相性及び夏作性の余儀という点に於て,桑は冷涼地の多毛作要求に畢一作物を以て庶

じているのである｡

註)この理由及収穫度数からして宿敵陛種物にあてられた土地の利開度の測定には特別の配慮が必rraT･であるo

攻に桑の持つ特別な自然適敵性即ち特殊収益能性 ((liespezifichc]二rtragsf払igkcit)(汚)が問題 となる｡

探敵性作物 として耐単性が強い点も高冷傾斜地の作物として特別な適性の一つと考えられるし,叉土壌

流亡に封する防止作物として,一種の Coverc)･op として,その大本 (宿根)性が矧 こ傾斜地特作物で

ある点なども注意を要するが,紐技術的な性格であるか ら笹に指摘に止めろO

われわれは寧ろ桑のこうした特殊収益能性が立地柊得宗事に於てどの様な作用をするかを考えなくて

はならない.

今迄の論点に於ては或る族件の立地に封する桑の有利性,即ち当該立地に対する桑の求心力(6'につい

てだけ述べた｡云 う造 らなく土地が豊富無限な自由財でない以 ヒ.-定作物に封する一定立地の坂屈は

常に他作物 との競争に於て決定される,｢生産物自身に輿える利益は求心的に作用 し,それが競畢生産物

に輿 うる利益は違心的に働 く｣(7つのである｡ だから桑の持つ上適 した ｢立地に封する求心力｣ とも見る

べき諸特性はそれ自身だけでは何 ら立地獲得力となるものではないo荒事作物 との関係に於て考えられ

ねばならぬ｡V､わは数字作物の桑に輿える遠心力が併せ考えられねばならない'5㌔

他の作物 との立地獲得競事に際 して,桑が他作物の既に占有 している立地を代って占めるj割こは,秦

の挙例 寺べき土地純収益が他作物のそれを上組 らねばならぬ｡この場合の力関係は次の校に考えろこと

が出来るO

(イ) 桑の翠陣得べき土地純収益が他作物のそれに比 して壁掛的に高 く,他作物の土地純収益の絶封

頑が問題 とならない場合｡ これを仮に積極的獲得と名付けるO

(｡) 桑の撃抄得べき土地耗牧益の絶封額が必 Lも高いものではないが,伯作物のそれが著 しく低い

場合｡ 仮に之を滑薩的'獲=得 と呼ぶO

(イ)は求心力の強さによって,(ロ)は遠心力の弱さによっての獲得 と云得るであろうo

詰)地代という用語に代えて敢て土地純牧益という語を用いた.理由は地代の封入的所得的概念に対し

て,この詔の対物的収益概念の正しさからである0この概念の国分については恩師大槻博士の御指

数による｡

前述した特殊牧益能性はこの観点から次の様に理解出解るo即ち特殊牧芸能性ある作物 とは,一つは

(1,)の如きもので極妄執こ云えは他の作物では殆んど探許の立たぬ土地にでも成立する場合で,これはそ

の農産物情梢が下落しても倍且残留する時に章拝される性格でもある｡レーわばそれは ｢超対地目｣の概

念に通するものである｡而 して (｡)の性格封 書つ作目の債格が特に有利に展開 した場合は,(イ)と相
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侯ってその作付の坊眼は急激な数字を示すものとなろう｡

さて水稲は我国の農家だ治に於ける効用皮から見て も,又その地代員捨力から見ても,安定選好の点

から見ても転めて競事力の狙い作物であることは云う迄 もないO

次に養崇の興隆期から全盛期を経て衰退買別こ至る間の作物交替関係を長野原の英態によって操って見

ようC,(全国的傾向は郡,須崎,本邦土地利用の研究桑園の部参照)

第三表 長野原総研地面積と水稽及桑の作付面鏡の労連

ぐ長野取統計召及長野地方経済調査配編 長野慌任所の基盤より作出〕

年 =)て 紀 耕 地 面 積 l 水 宿 作 付 面 積 l 柔 作 付 面 積

資料の関係上,水田及桑園両統でなく水稲及桑作付面主剤こよったO桑はその性質上作付反別は桑園面

fFtと一致するであろうが,戦後の数字披供出を逃れろため桑畑面積を過大に申告する傾向がある点を留

話せねはならぬ｡叉水村の作付反別は水田面積をIf廻ること及び,桑 と連な申薯傾向を注意すべきであ

る｡以上,を信掩性に封する警戒点としっ 1傾向を概況すると,大正.r,年と大正10年とを比較 して見ると

耕地採択の分と水稽減反の分とが,共に桑に韓じたと見て大過ないであろうoともすれば耕地麟張は桑

に界易であり,水田には制睨があったのであろうC此の願の地勢からも之は推測されることである.

更に大正10年と同15年とを比べると,総研地面抗に於て 523町の楕少があり乍ら,桑園のみは8117町の

増技となり,水桁の減反分1651町をカバ-して余りがある｡昭和 5年 (木表に於ける桑最全盛閉)を大

正1･3年に比べると,総研地942:3町の滅,水宿760町の増であるから,桑の増反14634町は主 として他の畑

作物との交代と見るべきであろう｡

以上のことか ら次の掛 こ推測するO即ち初期に桑が耕境的な水田に比較的容易に進出したのであろう

それはそうした無理な水引が相当に多い地形が多いか ら容易に想像される｡そして後期に於て寧ろ畑を

主として広 く進出したと考えられる｡何故なら後閥に於けろ水田紘傑地のみが埋ったのであるから,桑

がそこへの進出抹殆んど不-nT能となるからである｡

叉大正元年か ら昭和 .T,年迄の桑男の増反は 338116町であろ｡従って桑園は耕境水田及畑の大部を占接

して全盛期に達しナこものである｡

こlで問題を旧に覆 して再び桑の特殊牧石;.根性について,其の実作に慣れて見ろ.桑は傾斜地,台地

乾燥地,砂横地に封し塘膜性を持つのみでなく,その連な水の氾濫する地帯にも遠慮する｡この性質は

木本性作物一般に見られろところで,長野原に於けろりんこの最老齢伍が千曲川の冠水地帯にあり,叉

豊野附妃の丘地にある (堀越久甫氏報)という点は,天芹巨冠水地帯の桑及信州各地の傾斜地の桑 と共通

した性格と見られるもので,一言に云えは ｢木本性作物の特殊収益能性の実態｣ と云い得るであろう｡

そして冠水粗 砂横地と乾燥傾斜地,台地は共に水宿に封する耕境地である｡そこで水村本位に見た耕

項作物としての桑の位置が理解される.水稲に対する耕境は,一方に河岸の冠水地又ま砂故地があり,

一方に台地,傾斜地がある｡これは水稲に封する高低両方からの耕境であり,桑は先づそうした立判別こ

於て,云わば周遊作物 として入ったものであろう.そして夫が償格関係の有利化に作い文字通り次第に

中原に逃出し,償格の不利化に作 V､再び周濠に退き現状に至っていろものであるOそして河岸沖積地に

於て肇配した桑は賃約閉対内多牧戟巧の方向を辿り,洪積和 也の桑は粗放山菜型栽培の方向を辿って環
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倍する.前者は前述せる積極的獲得型,肇星型の因子を含み,後者紘滑短的獲得の典型 となる.

胎釆若 し繭の放路に今日以上の窮迫が訪れろならば,前者は県債固聾の方向へ,後者は樹木農業のJu一

向へ極することが予想される｡

次に葺窪の持つ経営的性質 として,その高い労
第四表 長野願標高削桑園分布

Ij享日
一連芝目 ー

1,000米 以上

1,000-500米

500米 以 下

計

面 積 l割 合

第五表 長 野願傾斜度別桑園分布

傾纏 那 1 面 積 I割 合

働雇傭力を考え得るが,これ紘班に多 くの横倉に

指摘された点であるか ら探 く崩れないo長野原農

業合昭和17年調査によれ捻衆の通りである｡

(反当)

栽 桑 1013人

芸 鎧 47.1人

計 57.4人

この高い労働盾惰力妊桑 という土地利用部門と

窯 と云う加工部門とを併せた二次的生産構造に基

くものであるO土地4-:産物は出釆るだけ粗大な大

貴で蒲足 し,其の質の貴化は加工に侠つ と云 う土

地狭少地帯の経営方向は,生育期問の短い冷涼地

にも妥当するものであり,養崇は此の点に庶える

ものである｡冷涼地の畜産の乾草又はェンシレー

(第四･第五講共 ｢長野取軒 の基軌 (前出)より ジ利用は,温度に制限された生育期間の生産成果

を通年的に延長利用する手段であって,之が冬季の加工労働 と結合 して高い雇傭力を示すのである｡古

来長野,%の農業班上に見る ｢麻｣の生産 もこの点から合理的であり,現に積雪地たる北安曇郡芙締付地

方の臆の_!臆 払 冬季の加工労働 と結合して反当的80人の雇傭力を示す｡庶の持つ成長速度 と,積等塞

冷地の冬季湛休労働力との巧みな虞理 と見るべきであるC

葺豊は捕趣きを異にすろO

その加工労働が昆虫を利用する有税的加工であるために,季節の拘束を挽する等が出来ず,従って加

工労働たる飼育作業が,植物生育期 と重複的に累積されることによって,反当57人と云 う頓傭力を実現

するため,他の経営部門との競合性のつよい非弓馬立的な部門となる｡此の季節集中性に基 く他部門との

労働競合と云 う,土地利用手段利用共rFl(̀-)への不適 と,永年宿板性作用による土地の狐 h'とい う土地利

用共同(1')への不達と,両者は相合 して一定の部門規模を越えろと,養詔をして経営の多別 ヒ方向即ち統

合力の作用を阻み,特他方向即ち分化力の作用を張からしめるO過去の葦若全盛時に於ける養若草一経

営出現の一国である｡

次に葦諾部門が経営に輿える攻の有利性は,その現金収入の時間的分配の平均化作用であるO春一夏

一秋一晩秋と夫々の定期の適当な組合せによって現金収入の回数を多か らしめ,資金回樽の速度を達か

ならしめる｡その速度は近郊輪畢方式に世数するC周遠地域の農業に於て之に四散するものは畜産の一

書Bのみである｡

次に桑が周遊土地利用作物であると云 う性質は,当然生産品の市場遠敷陸の問掛 こ雷画せざるを得な

い｡今反首牧繭量12貫 (掃立蟻量15.,0･r) とし,蟻量10grにつき所要桑葉重量を150賞 と仮定すれば 繭12

第に封Tる桑葉重量は225貫であって 第一次段階に於ける粗生産物桑は,第二段階の生産物蔚 となるこ

とによって95%の重畳を節約することが出来るOこれは市場に対■する牽引力を弱か らしめる一要因であ

ら (ll)桑の周遊地作物たることを成立させるものである｡

最後に責苦の特性 として,その労働対象の星間的菜積性を掛 チる事が出来る.英国飼育法によれば-

坪雷り三齢迄の稚記に於で蟻量 1.000grを収容 し得るとされるO現在の地方普通の葺諾規模一戸一票期
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20grとすれば英に50戸分を-坪に集積することが出乗る｡のみならず夫は批五胡に入ると各個別飼育に

分配されるのであるか ら,移動性を持つD

此の労働対-象の笠間的疎在性と昼間的定着性か らの自由は,稚諾飼育を共同化 して成功せ しめた重大

な田子であって,これあればこそ今日の稚詔共同飼育の普及が成立 した ものと考えられる｡蓋 し労働封

象の益問的疎在性と定着性 とは農業の集中化を最も阻宇するものであるからである｡

(≡)

以上列撃した茸霊 (秦)の経営的性格は,若 し萎窯業が滑滅 し去ろ場合に於て も,他の作物によって

空欄がるべ き経営上の要請を示すものであって,本稿の意園 も 票-桑 を通 じて此の地域の経営の性格

究明に賓せんとする事に在るQ'従って草書の有利性を説 く軍は少しも意囲していない事を附言するo

(終)
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